人工関節置換術後の活動性の変化と身体組成計測値との相互関係 by 木船 史朗
審 査 論 文 要 旨（日本文） 
論文提出者氏名： 木船 史朗 
審査論文
題 名：人工関節置換術後の活動性の変化と身体組成計測値との相互関係 
著 者：木船 史朗、宍戸 孝明、久保 宏介、立岩 俊之、小山 尊士、
     正岡 利紀、山本 謙吾
掲載誌：東京医科大学雑誌（2014年掲載予定）
（審査論文要旨：日本語論文の場合 1,000字以内・英語論文の場合 500 words）
［背景と目的］
人工関節置換術により活動性の改善、筋力の改善、体重、体脂肪率の減少等の効果が期待さ
れる。今回我々は Total hip arthroplasty ( THA )と Total knee arthroplasty ( TKA ) の人工関節置換
術後の活動性や筋力の評価と身体組成計測値の評価を行い、相互関係について検討した。
［対象および方法］
対象症例は THA症例 30例、TKA症例 22例に対し、検討を行った。活動性は 1日の平均歩
数を歩数計HJ 205 IT-W ( OMRON Inc., Japan)にて評価、身体計測値は筋力を等尺性筋力計 -F1 
( ANIMA Inc., Japan )にて計測し、体重、体脂肪率、筋肉量は inner scan 50V ( TANITA Inc., Japan 
)にて計測した。計測時期は各々術前、術後 6ヶ月、術後 1年とし、評価項目それぞれの変化
と相互関係を解析した。
［結果］
今回の結果から THA, TKA群共に、歩数は術後６ヶ月、1年いずれにおいても増加し、筋力も
術後６ヶ月、１年のいずれの時期でも有意に増加した。体脂肪率では THA群では術後１年で
わずかに増加し、TKA郡では術後６ヶ月、1年において減少を認めた。筋肉量は THA群では
術後６ヶ月、１年において減少し、TKA群では術後１年で増加した。体重は THA群において
術後 1 年で有意に増加し、TKA 群でもわずかであるが増加傾向を認めた。また THA 群の術
後 6ヶ月での歩数と体重の間に正の相関を認め、TKA群の術後 1年での歩数と体重、筋肉量
の間に相関を認めた。
［結論・考察］
両群共に活動量が改善し、筋力が増加したと考えられた。また消費カロリ－の増大に比し、
活動量改善による食欲の向上が著しかったため、両群共に歩数の増加と体重に相関を認めた
と考えられた。
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